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情報公開文書 

作成日 2025 年 7 月 22 日 

 

1. 研究の名称 

「転倒防止におけるアセスメント精度と標準対策遵守の実態分析」 

 

2. 研究の対象 

看護師により作成された転倒アセスメントシートに記載された内容 

 

3. 研究期間 

後向きの研究（調査対象期間２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日） 

 

4. 試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 

第 20回医療の質・安全学会学術集会における発表を予定 

 

5. 研究目的 

転倒アセスメントの各項目チェック状況と転倒発生の関連、実施対策の標準推奨準拠度および対策適否によ

る転倒発生率差を検証することを目的とする。 

 

6. 研究方法 

2024 年 4 月～2025 年 3 月に当院へ入院した患者のうち、転倒アセスメントが実施された症例を対象とし、

以下の情報を用いて後方視的に検討を行います。 

 アセスメント各項目のチェック状況 

 経過表に記録された実施対策 

 標準推奨との照合 

 実際の転倒発生有無（インシデントレポート） 

統計解析により、アセスメントの網羅性、標準対策の遵守状況、対策の適否と転倒発生率との関連性を検討

します。 

7. 研究に用いる試料・情報の種類 

看護師が作成した転倒アセスメントシートに記載された情報 

 

8. 情報の保存・保護 

研究関連文書は施錠された場所に保管し、研究終了後は終了報告書と共に研究事務局に提出します。保管期

間は研究終了報告日から 5年、または研究結果の最終公表日から 3年のいずれか遅い日までとし、その後は

適切に廃棄します。 

 

 

9. 外国にある者に対して試料・情報の提供する場合 
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本研究では、試料や情報の提供先は国内に限られており、外国に対して試料や情報を提供する予定はありま

せん。 

 

10. 利益相反 

  本研究に関与する全ての研究者は、研究に関連する経済的または個人的な利益相反がないことを確認してい

ます。研究は独立して実施され、外部からの影響を受けないことを保証する。 

   

11．本研究への参加を希望されない場合 

  本研究は、病院内で実施された転倒アセスメントを対象とした記録調査であり、対象となるすべてのデータ

が解析対象となります。研究への不参加を選択することはできませんが、個人が特定されないよう十分に配

慮し、個人情報および患者様の権利は適切に保護されます。 

   

12．お問い合わせ先 

  神鋼記念病院 医療安全管理室 

  担当：上原 徹也（研究責任者） 

  電話：078-261-6711（代表） 

  受付時間：平日 9:00〜17:00（土日祝を除く） 

 

 


